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本日の内容

1. 所属会社紹介
2. 自己紹介
3. 今回実施したこと、試したこと
4. 結論と詳細
5. まとめ
6. AWS athenaとの比較
7. 感想
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株式会社フルエナジー

■ クラウドインテグレーター
■ 2007年9月14日設立(15年目)
■ 東京都港区南青山2-22-17 4F/5F
■ エンジニア率 94%

■ 事業内容: クラウド戦略立案/設計/構築/移行・リモート運用支援（24x365監視）
DB移行/IDCS2要素認証導入/WAF導入/CDN導入/クラウドDR導入
システム負荷テスト(クラウドサイジング支援)/Apexアプリ開発支援
閉域網接続支援(主要ベンダーと協業)、Azure-OCI間閉域接続
FortiGate/Forti-VM販売・クラウド持込用MS RDS-SAL/CALの提供
ISVとして自社サービスをOCIで複数稼働中(Fastconnect 2本も利用）

■ AWS契約 9社 25アカウント
■ OCI契約 40社 46テナンシー
■ Fastly契約 5社 15システム
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自己紹介（野見山 太希）

＜職歴＞
■ 2016.10 ERPパッケージソフトウェア コンサルタント
■2021.01 IaaSサービス保守[AWS]
■2021.10 複業としてフルエナジーに参画

＜Oracleの知見＞
・オンプレへの構築
・SQLと簡単なPL/SQL
・簡単な速度劣化問題等への対応
(チューニング、設計等は×)
※今回初めてOCIを触りました。
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今回実施したこと、試したこと

➢ ADWからオブジェクトストレージ(OCI)にアップした
CSVファイルを外部表として参照可能か

➢ ADWからS3(AWS)にアップした
CSVファイルを外部表として参照可能か

ADW(Autonoumous Database Warehouse)：
これまでDBAでが行っていたデータベースのチューニング、
セキュリティ、バックアップ、更新などの日常的な管理タスクを機械学習を使用して
自動化するクラウド・データベース。
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結論

➢ ADWからオブジェクトストレージ(OCI)にアップした
CSVファイルを外部表として参照可能か

➢ ADWからS3(AWS)にアップした
CSVファイルを外部表として参照可能か
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詳細

利用したリソース
➢ ADW(無料枠)

バージョン：19c、CPU：1コア、ストレージ：20GB
➢ オブジェクトストレージ(OCI)
➢ S3(AWS)
➢ サンプルCSV
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詳細(ADW⇔オブジェクトストレージ) 

大きな流れは以下の通りです。

1. ADWにCredentialを作成
2. オブジェクトストレージにCSVファイルのアップロード
3. 外部表の作成
4. 接続確認
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1. ADWにCredentialを作成

①ユーザーの詳細画面から認証トークンを発行します
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1.ADWにCredentialを作成

②DBMS_CLOUDパッケージでADWにCredentialを作成します

ADWのSQLエディタを開き以下を実行

BEGIN
DBMS_CLOUD.CREATE_CREDENTIAL(
credential_name => '【任意のクレデンシャル名】',
username => '【OCIユーザー名】', 
password => '【生成した認証トークン】'

);
END;
/
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2. オブジェクトストレージにCSVファイルのアップロード

オブジェクトストレージにバケットを作成し、
サンプルCSVを配置します。

サンプルCSVファイル
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3. 外部表の作成

DBMS_CLOUD.CREATE_EXTERNAL_TABLEプロシージャにて外部表を作成します。
ADWのSQLエディタを開き以下を実行

BEGIN
DBMS_CLOUD.CREATE_EXTERNAL_TABLE(
table_name =>'CUSTOMER_EXT', –外部表名

credential_name =>【作成したCredential名】, 
file_uri_list =>'https://objectstorage.ap-tokyo-1.oraclecloud.com/n/【name space】/b/bucket-adw-test/o/customer.csv', –CSVURLパス

format => json_object('type' value 'csv','ignoremissingcolumns' value 'true',   'dateformat' value 'YYYY/MM/DD', 'skipheaders' value '1'),
column_list => 'CUSTOMER_ID VARCHAR2(26),  NAME VARCHAR2(128),

FURIGANA VARCHAR2(128),  EMAIL VARCHAR2(128),
GENDAR VARCHAR2(26),  BIRTHDAY DATE,
MARITAL_STATUS VARCHAR2(26),  PREFECTURE VARCHAR2(26),
MOBILE_NO VARCHAR2(26),  OCCUPATION VARCHAR2(26)'

);
END;
/

https://objectstorage.ap-tokyo-1.oraclecloud.com/n/nryd4blain8j/b/bucket-adw-test/o/customer.csv
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3. 外部表の作成（補足）

それぞれのパラメータの意味は下記の通りです。

● table_name：外部表名を指定しています。
● credential_name：1. で作成したCREDENTAILを指定しています。
● file_url_list：Object Storage上のファイルURLを指定しています。

※CSV形式での記載、ファイル名はワイルドカード(*)で指定が可能です。gzip
● format：幾つか指定方法がありますが、本ケースではJSON形式でtype属性(CSV)を指

定しています。
※compression属性でgzipを指定することで、オブジェクトストレージに存在する、

gzipファイルも指定可能です。
● column_list：カラム定義を外部表(EXTERNAL TABLE)形式で指定します。



Copyright (C) 2022 Fullenergy Limited. All Rights Reserved.

4. 接続確認

ADWのSQLエディタを開き作成した外部表を参照してみます



Copyright (C) 2022 Fullenergy Limited. All Rights Reserved.

詳細(ADW⇔S3) 

2パターン検証してみました。

①IAMユーザーのシークレットキー、アクセスキーを利用
②IAMロールのARNを利用
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詳細(ADW⇔S3①) 

大きな流れは以下の通りです。

1. IAMユーザーのアクセスキー、シークレットキーを取得(AWS)
2. ADWにCredentialを作成
3. AWS S3にCSVファイルをアップロード
4. 外部表の作成
5. 接続確認
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1.IAMユーザーのアクセスキー、シークレットキーを取得(AWS)

IAMユーザー > 認証情報からアクセスキー、シークレットキーを作成します。
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2. ADWにCredentialを作成

DBMS_CLOUDパッケージでADWにCredentialを作成します

ADWのSQLエディタを開き以下を実行

BEGIN
DBMS_CLOUD.CREATE_CREDENTIAL(
credential_name => '【任意のクレデンシャル名】',
username => '【AWS アクセスキー】',
password => '【AWSシークレットキー】'

);
END;
/
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3. AWS S3にCSVファイルをアップロード

オブジェクトストレージにバケットを作成し、
サンプルCSVを配置します。
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4. 外部表の作成

DBMS_CLOUD.CREATE_EXTERNAL_TABLEプロシージャにて外部表を作成します。
ADWのSQLエディタを開き以下を実行

BEGIN
DBMS_CLOUD.CREATE_EXTERNAL_TABLE(
table_name =>'customer_data_s3', –外部表名

credential_name =>【作成したCredential名】, 
file_uri_list =>'【S3のCSVURLパス】',
format => json_object('type' value 'csv','ignoremissingcolumns' value 'true',   'dateformat' value 'YYYY/MM/DD', 'skipheaders' value '1'),
column_list => 'CUSTOMER_ID VARCHAR2(26),  NAME VARCHAR2(128),

FURIGANA VARCHAR2(128),  EMAIL VARCHAR2(128),
GENDAR VARCHAR2(26),  BIRTHDAY DATE,
MARITAL_STATUS VARCHAR2(26),  PREFECTURE VARCHAR2(26),
MOBILE_NO VARCHAR2(26),  OCCUPATION VARCHAR2(26)'

);
END;
/
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5. 接続確認

ADWのSQLエディタを開き作成した外部表を参照してみます
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詳細(ADW⇔S3②) 

大きな流れは以下の通りです。

1. IAMポリシー、ロールの作成(AWS)
2. ADWでARN資格証明の使用を有効化
3. Oracle AWSユーザーARNを取得
4. データベースOCIDの取得
5. IAMロールの信頼ポリシーで取得したOracle AWSユーザーを設定
6. ADWにCredentialを作成
7. 外部表の作成
8. 接続確認

※S3へのCSVファイルのアップロードは割愛します
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1. IAMポリシー、ロールの作成

①S3へのアクセスを許可したIAMポリシーを作成します。
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1. IAMポリシー、ロールの作成

②IAMロールを作成します。

エンティティタイプ：AWSアカウント
AWSアカウント：別のアカウント

（任意で数字12桁）
オプション：外部IDを要求する

（外部ID「0000」を入力）
許可ポリシー：①で作成したポリシーを

選択

※AWSアカウント、外部IDは
後ほど修正します。
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2. ADWでARN資格証明の使用を有効化

ADWのSQLエディタを開き以下を実行

BEGIN
DBMS_CLOUD_ADMIN.ENABLE_AWS_ARN(
username => '【ADWユーザー名】');

END;
/



Copyright (C) 2022 Fullenergy Limited. All Rights Reserved.

3. Oracle AWSユーザーARNを取得

ADWのSQLエディタを開き以下を実行
ARNが出力されるため、結果を控えます。

SELECT param_value FROM CLOUD_INTEGRATIONS
WHERE param_name = 'aws_user_arn';
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4. データベースOCIDの取得

ADWのSQLエディタを開き以下を実行
JSON形式で結果が出力されるため、"DATABASE_OCID"の値を控えます。

※"DATABASE_OCID"のほかに”COMPARTMENT_OCID”、
”TENANT_OCID”が利用可能です。

DATABASE_OCID：指定されたADWインスタンのみを信頼
COMPARTMENT_OCID：コンパートメント内のすべてのADWインスタンスを信頼
TENANT_OCID：同じロールARNを使用して、指定した手何市の任意のADWに

AWSリソースのアクセス権を付与することが可能

SELECT cloud_identity FROM v$pdbs;
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5. IAMロールの信頼ポリシーで取得した値を設定

IAMロールから1. で作成したロールを選択し、信頼関係タブから、
「信頼ポリシーを編集」を選択します。
以下のようにJSONを編集します。

{
"Version": "2012-10-17",
"Statement": [

{
"Effect": "Allow",
"Principal": {

"AWS": "arn:aws:iam::999999999999:root"
},

"Action": "sts:AssumeRole",
"Condition": {

"StringEquals": {
"sts:ExternalId": "0000"

}
}

}
]

}

{
"Version": "2012-10-17",
"Statement": [

{
"Effect": "Allow",
"Principal": {

"AWS": "【3.で取得したOracle AWSユーザーARN】"
},

"Action": "sts:AssumeRole",
"Condition": {

"StringEquals": {
"sts:ExternalId": "【4.で取得したOCID】"

}
}

}
]

}
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6. ADWにCredentialを作成

DBMS_CLOUDパッケージでADWにCredentialを作成します

ADWのSQLエディタを開き以下を実行

BEGIN
DBMS_CLOUD.CREATE_CREDENTIAL(
credential_name => '【任意のクレデンシャル名】',
params =>

JSON_OBJECT('aws_role_arn' value '【作成したAWS IAMロールのARN】',                                            
'external_id_type' value 'database_ocid')

);
END;
/



Copyright (C) 2022 Fullenergy Limited. All Rights Reserved.

7. 外部表の作成

DBMS_CLOUD.CREATE_EXTERNAL_TABLEプロシージャにて外部表を作成します。
ADWのSQLエディタを開き以下を実行

BEGIN
DBMS_CLOUD.CREATE_EXTERNAL_TABLE(
table_name =>'customer_data_s3_arn', –外部表名

credential_name =>【作成したCredential名】, 
file_uri_list =>'【S3のCSVURLパス】',
format => json_object('type' value 'csv','ignoremissingcolumns' value 'true',   'dateformat' value 'YYYY/MM/DD', 'skipheaders' value '1'),
column_list => 'CUSTOMER_ID VARCHAR2(26),  NAME VARCHAR2(128),

FURIGANA VARCHAR2(128),  EMAIL VARCHAR2(128),
GENDAR VARCHAR2(26),  BIRTHDAY DATE,
MARITAL_STATUS VARCHAR2(26),  PREFECTURE VARCHAR2(26),
MOBILE_NO VARCHAR2(26),  OCCUPATION VARCHAR2(26)'

);
END;
/
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8. 接続確認

ADWのSQLエディタを開き作成した外部表を参照してみます
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まとめ

ADWから、OCIオブジェクトストレージ・AWS S3のファイルともに外部表として
参照可能でした。

また、細かい部分ですが以下結果となります。
・アップロードファイルはCSVでもCSVをgzipに固めたものでもどちらも参照可能
・ファイル名の指定では、ワイルドカード（※）が利用可能（*.csv.gzipとかでも可能)

ex) sample1.csv、sample2.csvがある場合、smaple※.csv のような形で指定が可能。
テーブル構造としてはがっちゃんこされた状態になる。

・バケットをパブリックにした場合は、credentialなしで参照可能
（credential_name =>が不要）

・バケットの事前認証済みリクエストを利用した場合も、credentialなしで参照可能
・file_uri_listはカンマ区切り形式で設定可能
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AWS athenaとの比較

サンプルCSVを作成し、以下の通り比較をしてみました。

● ADW↔オブジェクトストレージ上のファイル参照
● AWS athena↔S3上のファイル参照

AWS athenaとは？
Amazon Athena は、標準的な SQL を使用して Amazon Simple Storage Service (Amazon 
S3) 内のデータを直接分析することを容易にするインタラクティブなクエリサービスです。
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AWS athenaとの比較

サンプルCSVファイルの条件は以下の通りです。
レコード数：49,788,660
カラム数 ：29
ファイル形式：gzip

また、以下のSQLを実行しております。
SELECT * FROM 【テーブル名】 where 〇〇 like ‘%××%’ and △△ < □□;

結果は以下の通りでした。

ADW ：231.039秒
Athena：19.285秒
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AWS athenaとの比較

<コメント>
always freeでは速度はathenaにはかないませんでしたが、
無料枠でもathenaに変わる使い方が可能なことがわかりました。

また、
● CREATE TABLE <新規表> AS SELECT * from <外部表>;
● INSERT INTO TABLE <既存表> SELECT * from <外部表>;

のように外部表のデータを参照して加工し実表にコピーするといったことも可能です。

※DBMS_CLOUD.COPY_DATAを使ってCSVファイルの内容をそのままADW上の既存の
テーブルにコピーすることもできます。
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ADWの外部表参照を高速化するために(未検証)

Hive形式や単純なフォルダーなどでパーティション化されたデータを元に
外部パーティション表を作成できるようになったようです。
DBMS_CLOUD.CREATE_EXTERNAL_PART_TABLEでfile_uri_list句に
ファイルパスを指定して作成。

・シンプルな記述
・ファイルパスからパーティションの列とデータ型を自動で判別

参考：https://oracle-code-tokyo-
dev.connpass.com/event/245160/presentation/?utm_campaign=new_event_li
nks_to_group_member&utm_source=notifications&utm_medium=email&utm_
content=detail_btn

https://oracle-code-tokyo-dev.connpass.com/event/245160/presentation/?utm_campaign=new_event_links_to_group_member&utm_source=notifications&utm_medium=email&utm_content=detail_btn
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感想

初めてOCI,ADWを触ってみましたが、
以下感動したポイントでした。

・利用可能状態までがかなり早い
・Always Freeでも利用可（一部のサービスがずっと無料で使える）
・クセのないSQLで実装しやすい

また、今回検証したものについては、
以下がメリットとして、挙げられます。

・ファイルサイズが大きい場合にも対応可能
・定期的にデータロードが発生するような場合でもコマンドベースでの実行が可能
・データを変換しながらのロード、実表への取込が可能
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